
特集 ポストコロナのデジタルガバメントとデジタルエコノミー

　

我
が
国
の
デ
ジ
タ
ル
化
政
策
は
、
２
０
０
０
年
に

Ｉ
Ｔ
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
以
降
、
２
０
０
１
年
に

e-Japan

戦
略
、
２
０
１
３
年
に
は
世
界
最
先
端

Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言
な
ど
様
々
な
戦
略
を
策
定
し
て

き
た
。
こ
の
間
に
推
進
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
り

良
質
な
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
は
整
っ
た
も

の
の
、
一
方
で
業
務
の
見
直
し
を
せ
ず
に
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
め
ら
れ
て
い
た（
つ
ま
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
変
革
ま
で
も
伴
うdigitalization

で
は
な
く
、

単
な
る
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
変
換
に
す
ぎ

な
いdigitization

に
留
ま
っ
て
い
た
）こ
と
や
、
省

庁
間
の
縦
割
り
、
予
算
の
制
約
な
ど
も
あ
り
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
取
り
組
み
の
多
く
が
中
途
半
端
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。

　

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

を
通
じ
て
、
様
々
な
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

の
遅
れ
や
不
備
が
露
呈
し
た
。
最
た
る
例
は
特
別
定

額
給
付
金
の
支
給
で
あ
り
、
申
請
か
ら
支
給
ま
で
の

デ
ジ
タ
ル
改
革
担
当
大
臣

平ひらい
井 

卓たくや
也

プ
ロ
セ
ス
で
う
ま
く
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
で
き
ず
、
支

給
の
遅
れ
が
生
じ
た
り
、
ま
た
支
給
の
た
め
の
事
務

経
費
に
１
５
０
０
億
円
以
上
の
費
用
が
か
か
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
政
府
の
施
策
の
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

優
先
順
位
は
必
ず
し
も
高
く
は
な
か
っ
た
が
、
こ
う

い
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
経
験
も
経
て
、

菅
政
権
発
足
後
は
政
権
の
一
丁
目
一
番
地
に
位
置
付

け
ら
れ
た
。
そ
し
て
２
０
２
０
年
９
月
以
降
、
デ
ジ

タ
ル
改
革
と
し
て
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
同
時
並
行

で
検
討
を
進
め
、
同
年
末
に
は
各
種
方
針
を
決
定
し

て
お
り
、
今
国
会
に
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案
を
提

出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
基
本
法
の
抜
本
改
正 

～
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
将
来
像
を
明
示

　

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案
の
大
き
な
柱
の
１
つ
は
、

Ｉ
Ｔ
基
本
法
の
抜
本
改
正
で
あ
る
。
現
行
の
Ｉ
Ｔ
基

本
法
は
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
こ

れ
を
国
民
が
利
用
す
る
機
会
の
提
供
を
目
的
に
２
０

０
０
年
に
制
定
さ
れ
た
が
、
現
状
を
見
れ
ば
、
す
で

に
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
相
当
程
度
進

ん
で
お
り
、
む
し
ろ
多
様
化
、
大
容
量
化
し
た
デ
ー

タ
を
最
大
限
に
利
活
用
し
て
い
く
こ
と
や
、
前
述
の

よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に

お
い
て
露
呈
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
な
ど
と
い
っ

た
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
Ｉ
Ｔ
基
本
法
を
20
年
ぶ
り
に
抜
本

的
に
見
直
し
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
の
た
め

の
新
た
な
基
本
法
の
制
定
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
新
た
な
基
本
法
の
策
定
に
当
た
り
私
が
こ
だ

わ
っ
て
い
る
の
は
、
何
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
の

か
と
い
う
こ
と
を
徹
底
的
に
国
民
目
線
で
考
え
て
、

し
っ
か
り
と
お
示
し
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
た

め
、
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
閣
僚
会
議
の
下
に
設

置
し
た
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ（
座
長
：
村
井
純
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）に
お
い

デ
ジ
タ
ル
改
革
の
推
進
に
向
け
て

19 2021・2
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て
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン（
図
表
１
）

や
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
形
成
す
る
た
め
の
基
本
原
則

（
10
原
則
、
図
表
２
）を
含
め
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
将

来
像
や
Ｉ
Ｔ
基
本
法
の
全
面
的
な
見
直
し
の
考
え
方

等
に
つ
い
て
、
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

こ
れ
を
法
案
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
基
本
的
な
方
向
性
を
国
民
の
皆
様
と
も
共
有

し
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
改
革
を
推
進
し
て
い
き
た
い
想

い
だ
。

強
力
な
総
合
調
整
機
能
を
有
す
る 

デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置

　

次
に
、
そ
う
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
改
革
を
推
進
し
て

い
く
司
令
塔
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
庁
を
設
置
す
る
た
め

の
法
案
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
行
政
が
利
用
・
提
供
し
て
き
た
シ
ス
テ

ム
の
根
本
的
な
問
題
は
、
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
の
理
論

で
各
省
庁
等
が
シ
ス
テ
ム
を
個
別
に
作
り
込
ん
で
き

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
国
や
地

方
公
共
団
体
の
シ
ス
テ
ム
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
連
携
し

て
い
れ
ば
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
も
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
て
い
た
と
思
う
し
、
そ
も
そ
も
国
民
の
側

か
ら
見
れ
ば
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
の
に
そ
の

提
供
主
体
が
ど
の
役
所
で
あ
る
か
は
関
係
な
く
、
困

っ
て
い
る
こ
と
を
解
決
で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要
だ
。

そ
う
い
っ
た
国
民
が
当
た
り
前
に
望
ん
で
い
る
サ
ー

ビ
ス
を
実
現
で
き
、
徹
底
的
に
国
民
目
線
に
立
っ
た

デ
ザ
イ
ン
思
考
で
、
国
民
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
な
社
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
例
え
ば
、
官
民

貯
金
者
の
意
思
に
基
づ
き
、
預
貯
金
口
座
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
付
番
し
相
続
時
や
災
害
時
に
国
民
が
口
座

の
所
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
法

案
を
、
併
せ
て
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案
と
位
置
付

け
、
成
立
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
法
案
と
い
う
形
で
は
な
い
が
、
２
０
２

０
年
末
に
は
デ
ー
タ
戦
略
の
第
一
次
と
り
ま
と
め
を

行
っ
た
。
デ
ー
タ
に
よ
る
新
た
な
価
値
の
創
造
を
目

的
と
し
て
ベ
ー
ス
レ
ジ
ス
ト
リ
の
整
備
等
と
い
っ
た

環
境
整
備
を
行
う
な
ど
と
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
我

が
国
初
の
総
合
的
な
デ
ー
タ
戦
略
と
な
る
。

　

こ
う
い
っ
た
法
案
や
戦
略
は
い
ず
れ
も
、
デ
ジ
タ

ル
改
革
の
大
き
な
目
的
で
あ
る
「
デ
ジ
タ
ル
の
活
用

に
よ
り
、
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
多
様
な
幸
せ
が
実
現
す
る
社

会
」、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、人
に
優
し
い
デ
ジ
タ

ル
化
」
の
実
現
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
ず
は
法
案
の
提
出
・
成
立
に
万
全
を

期
し
、
２
０
２
１
年
９
月
の
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
を
目

指
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
準
備
を
進
め
る
な
ど
、
デ
ジ
タ

ル
改
革
の
推
進
に
引
き
続
き
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

最
後
に
、
こ
う
い
っ
た
法
の
整
備
等
も
背
景
に
、

デ
ジ
タ
ル
庁
で
は
、
民
間
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
促
進
す

る
た
め
、
業
種
を
超
え
た
情
報
シ
ス
テ
ム
の
相
互
連

携
の
た
め
の
行
政
手
続
・
規
制
の
見
直
し
・
合
理
化

等
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
民
間
企
業
の
Ｄ
Ｘ

を
力
強
く
後
押
し
し
、
新
し
い
も
の
を
創
る
、
新
し

い
価
値
を
創
造
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
官
民
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

の
提
供
す
る
各
種
の
手
続
き
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
60
秒
で
手
続
き
が
完
結
し
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」
で
行
う

こ
と
が
で
き
る
環
境
な
ど
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
国
や
地
方
を
通
じ

た
シ
ス
テ
ム
構
成
の
全
体
像
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を

整
理
し
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
強
力
な
総
合
調

整
機
能
を
有
す
る
組
織
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
基
本

方
針
を
策
定
す
る
な
ど
の
企
画
立
案
や
、
国
、
地
方

公
共
団
体
、
準
公
共
部
門
等
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
統

括
・
監
理
を
行
う
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関

す
る
企
画
立
案
も
一
元
的
に
担
う
。
内
閣
直
属
の
組

織
と
し
て
、
組
織
の
長
は
内
閣
総
理
大
臣
が
相
応
し

い
も
の
と
整
理
し
た
。

　

な
お
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置
は
、
今
国
会
で
の
法

案
審
議
を
経
て
、
２
０
２
１
年
９
月
１
日
を
目
指
し

て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案
お
よ
び 

総
合
的
な
デ
ー
タ
戦
略
の
策
定

　

こ
の
他
に
も
、
個
人
情
報
関
係
３
法（
個
人
情
報

保
護
法
、
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
、
独
立
行
政

法
人
等
個
人
情
報
保
護
法
）の
統
合
や
、
押
印
を
不

要
と
し
た
り
書
面
交
付
手
続
き
の
電
磁
的
方
法
に
よ

る
提
供
を
可
能
と
す
る
な
ど
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
を
整
備
す
る
た

め
の
法
案
、
緊
急
時
の
給
付
金
や
児
童
手
当
な
ど
の

公
金
受
け
取
り
の
た
め
の
口
座
を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

な
ど
か
ら
登
録
で
き
る
よ
う
に
す
る
法
案
、
ま
た
預
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p19-21_月刊経団連2月号_特集_デジタル改革.indd   20 2021/01/27   13:43



特集 ポストコロナのデジタルガバメントとデジタルエコノミー

図表１　デジタル社会の目指すビジョン

官民の提供するライフイベントに係
る手続やサービスについて、スマホ
でワンストップで行うことができる。

出生、就学、子育て、介護などのラ
イフステージに合わせて必要とな
る手続について、時間軸に沿った
最適なタイミングでプッシュ型の
通知が受けられる。

ライフイベントに係る手続の
自動化・ワンストップ化

子育てや介護に適した豊かな自然
環境に恵まれた場所に暮らしなが
ら、通勤することなくデジタル空
間で仕事ができる。

自宅に居ながら、世界中の優れた
教育機関の教育プログラムの受講
や、文化・芸術コンテンツを体感・
創作・発信することができる。

いつでもどこでも
自らの選択で社会に参画

散在する健診情報、既往症、薬歴、日々
のバイタル情報等の安全・安心な連携・
活用により、いつでもどこでも、一人一
人の状況に合った健康・医療・福祉サー
ビスが受けられる。

リアルタイムの移動ニーズ、鉄道・バス
の運行状況、カーシェアの空き状況等の
連携により、ストレスなく移動できる。

データ資源を活用して、
一人一人に合ったサービスを

デジタルの活用により、一人一人のニーズに合った
サービスを選ぶことができ、多様な幸せが実現できる社会

～誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化～

デジタル社会
の目指す

ビジョン

図表２　デジタル社会を形成するための基本原則

■ 以下の10原則を、日本のデジタル社会を形成するための大方針とする。

10. 飛躍・国際貢献
•国民が圧倒的便利さを実感するデジタル化の実現
•デジタル化が進んでいない分野こそ、デジタル３原則（※）の
貫徹で一気にレベルを引き上げ、多様性のある社会を形成
•デジタルの活用により地方が独自の魅力を発揮
•自由や信頼を大切にするデータ・デジタル政策で世界をリード
（※）デジタルファースト、ワンスオンリー、コネクテッドワンストップ

１. オープン・透明
•標準化や情報公開により官民の連携を推進
•個人認証、ベース・レジストリ等のデータ共通基盤の民間
利用を推進
•AI等の活用と透明性確保の両立
•国民への説明責任を果たす

5. 社会課題の解決社会課題の解決
•デジタル社会に向けて、制度・ルール等の再構築、国・地方・デジタル社会に向けて、制度・ルール等の再構築、国・地方・
民間の連携強化・コスト低減により、成長のための基盤整備民間の連携強化・コスト低減により、成長のための基盤整備
•公共施設のネットワーク整備やマイナンバーカード等の活公共施設のネットワーク整備やマイナンバーカード等の活
用による災害や感染症に強い社会の構築用による災害や感染症に強い社会の構築
•デジタル人材の育成及び官民・地域横断的な活躍促進デジタル人材の育成及び官民・地域横断的な活躍促進

2. 公平・倫理
•データのバイアス等による不公平な取扱いを
起こさない
•個人が自分の情報を主体的にコントロール

3. 安全・安心
•デジタルで生涯安全・安心して暮ら
せる社会の構築
•サイバーセキュリティ対策で安全性
を強化
•デジタルの善用を進め、個人情報保
護や不正利用防止で、デジタル利用
の不安低減

4. 4. 継続・安定・強靭
••社会の活力の維持・向上
••環境との共生を通じたサステナビリ
ティ確保
••機器故障、事故等のリスクに備えた冗
長性確保
••分散と成長の両立によるレジリエン
スの強化

９. 新たな価値の創造
•官民のデータ資源を最大限に活用
•利用者視点で付加価値を創出するイノベー
ションの促進により経済や文化を成長させる

８. 浸透
•国民に「お得」なデジタル化でデジタル
利用率向上
•デジタルを使う側・提供する側双方への
教育で、「わかりやすい」「楽しい」デジタ
ル化を目指す
•国民にデジタルの成果を実感してもらい、
置いてけぼりを作らない

７. 包摂・多様性
•アクセシビリティの確保、情報通信イン
フラの充実
•高齢・障害・病気・育児・介護と社会参
加の両立
•多様な価値観やライフスタイルへの対応

６. 迅速・柔軟
•「小さく産んで大きく育てる」、デジタルならではのスピード
化の実現
•社会状況やニーズの変化に柔軟に対応できるシステム
•アジャイル発想を活用し、費用を抑えつつ高い成果を実現
•構想・設計段階から重要な価値を考慮しアーキテクチャに
組み込む
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図表１.２　出所：デジタル改革関連法案ワーキンググループとりまとめ
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